2010年7月6日

≪サービスエンジニア≫

職　務　経　歴　書

        

名前　○○　○○
－職務要約－
電気制御の○○機、イメージスキャナー、等の機器の保守作業・ユーザーサポートに5年従事し、その後分析機器の技術サービス部員として、納品・立ち上げや修理を行い、電気・機械の知識を身につけました。また電子○○の担当となり、電子○○についても経験する。マネージメント経験（6名）、ビジネス上で英語の使用経験(5年)もあります。
※１

－職務経歴詳細－
株式会社○○製作所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19xx年4月～200x年x月　 事業内容：分析装置の製造・販売・保守　　資本金：△△００万円　従業員数：５２名　本社：○○市　　
※２
●19xx年4月　～　19xx年x月　カスタマーサービス部　配属　（取扱製品）○○○

●19xx年x月　～　20xx年x月 海外テクニカルサービス部　 （取扱製品）○○○○
●20xx年x月～　　技術サービス部　配属（取扱製品）○○○○
　～現在に至る
■職務内容
	開発期間
	部署・職務
	業務内容詳細

	199×年4月

～

199×年×月

（×ヶ月）
	スタマーサービス部配属
（取扱製品）○○○○
	・印刷機、電子○○機の修理・保守点検作業 

・自動○○機の修理・保守点検作業　　　　※３

	199×年×月

～

200×年×月

（×ヶ月）
	海外テクニカルサービス部
 （取扱製品）○○○○
	・イメージスキャナーの修理・保守点検 

・顧客のニーズ、顧客満足（CS）の行動指標の作成 

・機器トラブルの対応能力。エンジニアの目で原理原則に沿った問題解決法の取得。 

・海外出張、重大トラブルの対応、新製品のプレゼンテーション 

・海外全般（アメリカ、ヨーロッパ、アジア）の拠点、代理店のカスタマーエンジニア、世界各国のエンドユーザーより機器、アプリケーションに関する技術的な問い合わせへの対応 

【役職】

20XX年X月　マネージャーに昇進　部下6名をマネージメント

	20XX年X月～現在
	技術サービス部配属
（取扱製品）○○○○
	・○○○分析装置の納品・修理を担当

（クライアント先：各企業の研究所/大学研究機関と半導体製造ライン） 

・○○○測定装置の納品・修理業務を担当 

・中国・タイにて○○装置立ち上げ作業 

部下6名のマネージメント


－保有資格－

	19××年10月
	一種普通自動車免許

	20××年4月
	TOEIC７２０点

	
	

	
	


－その他スキル－
英語 ： 実務経験5年、米国メーカーとの電話、メール、海外出張等 

コンピューター ： Windows NT,2000Server,2003Server等のサーバーOSセットアップ及びクライアントPCとのネットワーク接続、Machintoshコンピューター全般
※４
－自己PR－
技術サービス、フィールドサービスという職務において、化学・電気・機械の知識習得に順応し幅広い経験をしてまいりました。また、技術力だけではなく顧客との信頼関係も構築できるエンジニアとして今後幅広い分野で活躍ができると確信しております。

これまでの経験を活かし、貴社業績へ貢献できればと思っております。
※５
以上

※１　職務略歴は簡単に５～７行を目安に書くことをお勧めします。職務経歴が少なく書かなくとも分かりそうな場合は省略してＯＫ。職務略歴は詳細の説明を始める前に読む人に心の準備をさせるとともにぼんやりとした自分のイメージを持ってもらうという目的があります。ここでうまくイメージを待たせることができれば、次からの詳細説明の内容が伝わりやすくなります。

※２　会社の概要はできるだけ記載しましょう。会社の規模や、業界、事業内容は仕事のレベルを図るバロメーターとして使われたりします。また、たとえ小さな会社であっても、書くことで、同様の会社からは親近感を持たれ、大企業からは小回りが利きそうなマルチスキルな人材として期待されます。

※３　業務内容の詳細は、箇条書きを中心にわかりやすく記載しましょう。また、具体的な実績や役職が上がったことでマネジメントの機会があれば必ず書くようにしましょう。ここで上手に記載するとで全体的な印象が変わってきます。
※４専門分野のスキルは職務経歴の一覧に記載したとして、その他のスキルは後からまとめて書くとわかりやすいようです。
※５　自己ＰＲは具体的な実績をもとに自分の強みを客観的に表現し、次なる企業へ貢献していくことの想いを伝えるような内容（「○○の分野で御社の発展に貢献できる」等）にすることがベストです。応募する企業や職種のイメージがなく、どう貢献したら良いかわからない場合は、「○○していきたい」という表現もやむを得ません。
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